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2 広報いしかわ　９月号

２
０
０
２
年
９
月
末
完
成
を
目
指
し
て�

　

石
川
町
で
は
地
域
の
高
度
情
報
化
を
進

め
る
た
め
、
２
０
０
２
年
９
月
末
の
完
成

を
目
指
し
て
、
国
の
補
助
を
受
け
な
が
ら

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
整
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
取
り
組
み
は
、
町
役
場
と
小
・

中
学
校
な
ど
を
含
め
た
町
内　

ヵ
所
の
公

２２

共
施
設
を
光
通
信
伝
送
路
（
光
フ
ァ
イ
バ

ー
ケ
ー
ブ
ル
）
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ぶ

も
の
で
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
行
政
情
報
な
ど
を
発
信
す
る
ほ
か
、

各
公
共
施
設
に
設
置
す
る
端
末
や
、
家
庭

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
パ
ソ

コ
ン
を
利
用
し
た
、
多
様
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
さ
ら
に
町
民
に
密
着
し
開

か
れ
た
行
政
を
目
指
し
、
情
報
発
信
や
広

報
・
広
聴
活
動
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

石川町のイントラネット整備のイメージ

石川町役場（情報センター）

石川町分庁舎

光ファイバー（１００Mbps）



3広報いしかわ　９月号

野木沢小６年生６人に聞きました
前列左から　◯１ 三瓶千鶴さん（塩沢）◯２ 荻野
麻衣さん（曲木）◯３ 曲山　歩さん（塩沢）◯４ 二
瓶圭子さん（中野）◯５ 有賀美紀さん（塩沢）
後列左から　◯６ 石井結城さん（塩沢）葛岡丈
治先生（６年担任）（ ）

すべての学校のコンピュータ
室では一人１台のパソコンが
使えるようになり、各教室に

も先生用１台、児童用１台のパソコンが
配置されます。
　さらに、高速インターネット通信が常
時接続で使えるようになります。
　みなさんは、どんなことに利用してい
きたいと思っていますか？

◯１ 他校、特に都会の学校のみなさんと、情
報を交換しながら交流してみたいです。
◯２ 海外の人々とメールで意見を交換して
みたいです。
◯３ マイホームページを作って、友だちと
情報を交換してみたいです。
◯４ 卒業するときの思い出に、クラスのホ
ームページを作って足跡を残し、入学
してくる後輩のみなさんに見せてあげ
たいです。
◯５ いろいろなホームページや、テレビ番
組なども見てみたいです。
◯６ クラスのホームページを作ってみたい
です。

Ｑ

　

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
と
は
、
比
較
的
狭

い
地
域
で
構
成
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
通
信
網
）
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
接

続
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
で
電
子
メ

ー
ル
な
ど
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

も
の
で
す
。

用

語

解

説

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

��������	
�����
● 教育・講習に活用
● 学校間の交流
● 学校の情報提供

���������	
�
�����
● 教育・講習に活用
● 住民が利用
● 行政情報の高度化

��������	
�
�����
● 教育・講習に活用
● 住民が利用
● 行政情報の高度化

��������	�
�
����������
◆ 保健・福祉情報の提供
◆ 住民が利用
◆ 行政情報の高度化

INTERVIEW�インタビュー�



4 広報いしかわ　９月号

広
が
る
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

将
来
は
町
民
が
も
っ
と
利
用
し
や
す
い
環
境
に

①
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

支
援
シ
ス
テ
ム

　

学
校
の
情
報
発
信
・
交
流
（
学
校
・
ク

ラ
ス
紹
介
、
行
事
案
内
、
家
庭
・
地
域
と

の
意
見
交
換
な
ど
）
の
で
き
る
環
境
を
整

備
し
、
行
政
、
学
校
（
先
生
・
生
徒
）、
家

庭
、
地
域
、
生
徒
・
児
童
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を
図
り
、
地
域
一

丸
と
な
っ
た
教
育
支
援
を
行
い
ま
す
。

②
学
校
間
交
流
シ
ス
テ
ム

　
（
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
）

　

町
内
の
小
・
中
学
校
に
テ
レ
ビ
会
議
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
地
域
内
高
速
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
学
校
間
交
流
が
実
施

で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
生
徒
同
士
の
交

流
促
進
を
図
り
ま
す
。

③
学
校
イ
ベ
ン
ト
映
像
配
信
シ
ス
テ
ム

　
（
学
校
イ
ベ
ン
ト
映
像
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

　

町
民
が
、
各
公
共
施
設
や
各
家
庭
の
端

末
か
ら
、学
校
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
模
様（
運

動
会
・
文
化
祭
・
各
種
発
表
会
・
遠
足
な

ど
）
の
映
像
を
視
聴
で
き
る
環
境
を
整
備

し
ま
す
。

①
公
共
施
設
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム

　

町
民
が
そ
の
施
設
に
出
向
く
こ
と
な
く
、

小
・
中
学
校
を
含
む
各
公
共
施
設
や
各
家

庭
の
端
末
か
ら
、
公
共
施
設
の
施
設
概
要
、

空
き
状
況
の
確
認
及
び
予
約
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
よ
り
高
度
で
円
滑
な
情
報
提

供
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
し
て
い

き
ま
す
。

②
映
像
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
配
信
シ
ス
テ
ム

　
（
文
書
録
提
供
・
映
像
配
信
シ
ス
テ
ム
）

　

町
民
が
各
公
共
施
設
や
各
家
庭
の
端
末

か
ら
、
文
書
録
の
閲
覧
や
講
演
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
の
映
像
を
視
聴
で
き
る
環
境
を

整
備
し
て
い
き
、
町
民
の
町
政
に
対
す
る

意
識
が
高
め
ら
れ
、「
町
民
総
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
、
電
話
回
線

な
ど
を
利
用
し
て
、
世
界
中
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
が
結
ば
れ
た
世
界
規
模
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
子
メ

ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
情
報
ペ
ー
ジ
の
こ
と
で
す
。

個
人
で
も
比
較
的
簡
単
に
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

世
界
中
に
は
様
々
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ

れ
て
い
れ
ば
、
だ
れ
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

電
子
メ
ー
ル
と
は
、
そ
の
名
の
と
お

り
電
子
的
な
手
紙
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

さ
れ
て
い
て
、
相
手
の
ア
ド
レ
ス
（
手

紙
に
書
く
住
所
と
同
じ
よ
う
な
も
の
）

が
分
か
れ
ば
、
だ
れ
に
で
も
瞬
時
に
送

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
電
子
メ
ー
ル
は
写
真
や

ビ
デ
オ
画
像
な
ど
を
一
緒
に
送
信
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

電
子
メ
ー
ル



5広報いしかわ　９月号

　
　
　

国
民
健
康
保
険
法

老
人
保
健
法

　

新
聞
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
既
に
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
平
成　

年　
１４

１０

月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
法
・
老
人
保
健
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す
。
主
な
改
正
点
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
さ
ら
に
詳
し
い
内
容
は
、
行
政
だ
よ
り
９
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
一
部
負
担
金
の

割
合
が
３
割
か
ら
２
割
に
な
り
ま
す
。

�　

歳
以
上
の
者
の
一
部
負
担
金
が
３
割

７０
か
ら
１
割
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
一
定
以

上
所
得
者
の
一
部
負
担
金
は
２
割
に
な
り

ま
す
。

�
自
己
負
担
限
度
額
が
見
直
し
さ
れ
ま
す
。

（
高
額
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
の
変

更
）

�
老
人
医
療
の
対
象
年
齢
が　

歳
以
上
か

７０

ら　

歳
以
上
に
段
階
的
に
引
上
げ
ら
れ
ま

７５
す
。

（
平
成　

年
９
月　

日
ま
で
に　

歳
の
誕

１４

３０

７０

生
日
を
む
か
え
ら
れ
る
方
は　

歳
か
ら
該

７０

当
）

�
老
人
医
療
医
療
受
給
対
象
者
の
患
者
負

担
は
こ
れ
ま
で
同
様
定
率
１
割
負
担
で
す

が
、
一
定
以
上
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
２

割
負
担
と
な
り
ま
す
。

�
自
己
負
担
限
度
額
が
見
直
し
さ
れ
ま
す
。

（
自
己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
は

申
請
が
必
要
）

�
老
人
医
療
受
給
者
証
が
新
し
く
な
り
ま

す
。

（
病
院
の
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担
〔
１

割
ま
た
は
２
割
〕
に
応
じ
た
老
人
医
療
受

給
者
証
に
な
り
、
平
成　

年　

月
１
日
か

１４

１０

ら
こ
れ
ま
で
の
も
の
は
使
え
な
く
な
り
ま

す
。
新
し
い
老
人
医
療
受
給
者
証
は
９
月

下
旬
に
交
付
す
る
予
定
で
す
。）

平
成　

年　
　
　
　
　

月
１
日
か
ら

１４

１０

３
歳
未
満
の
乳
幼
児　
　

２
割
負
担

３
歳
以
上　

歳
未
満　
　

３
割
負
担

７０

　

歳
以
上　
　
　
　
　
　

１
割
負
担

７０（
一
定
以
上
の
所
得
者
は
２
割
負
担
）

平
成　

年　
　
　
　

９
月　

日
ま
で

１４

３０

一　
　

般

　
（
０
歳
以
上　

歳
未
満
）

７０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
割
負
担

平
成　

年　
　
　
　
　

月
１
日
か
ら

１４

１０

か
か
っ
た
費
用
の　
　
　

１
割
負
担

た
だ
し
、一
定
以
上
所
得
者  
２
割
負
担

（
外
来
の
月
額
上
限
制
お
よ
び
診
療

所
の
定
額
制
は
な
く
な
り
ま
す
）

平
成　

年　
　
　
　

９
月　

日
ま
で

１４

３０

か
か
っ
た
費
用
の　
　
　

１
割
負
担

　

限
度　

病　

院　

３
、
２
０
０
円

　
　
　
　

大
病
院　

５
、
３
０
０
円

　

定
額
の
診
療
所　

１
日
８
５
０
円

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

平
成　

年　

月
１
日
か
ら

１４

１０



6 広報いしかわ　９月号

　

任
期
（
３
年
）
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が
７
月
７
日

（
日
）、
全
国
統
一
選
挙
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
石
川
町
で
は
、
定
数　
２０

人
に
対
し
て
立
候
補
者
が　

人
の
た
め
、
無
投
票
当
選
と
決
定
し
、

２０

７
月
８
日
（
月
）
に
当
選
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
町
農
業
委
員
の
構
成
は
、
選
挙
に
よ
る
委
員　

人
と
町
議
会

２０

か
ら
推
薦
さ
れ
た
５
人
、
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
く
ま
石
川
と
い
わ
せ
石
川
農
業

共
済
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ
推
薦
し
た
理
事
各
１
人
の　

人
と
な
っ
て
い

２７

ま
す
。
委
員
の
み
な
さ
ん
に
は
今
後
３
年
間
、
農
家
の
代
表
と
し
て
、

南條　栄廣
坂路字野出ノ内

佐藤　保徳
白　石

志賀　由和
北町

（町議会推薦）

矢内　千歳
南山形字羽入田

二瓶　光義
中野字寺内

中村　幹雄
塩沢字竹ノ内

三瓶　正一
新屋敷字新覚

山田　英重
王子平

農
業
者
の
育
成
や
農
家
の
経
営
対
策
な
ど
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月　

日
（
月
）
に
は
、
改
選
後
初
め
て
の
農
業
委
員
会

２２

が
開
か
れ
、
会
長
に
小
針
定
夫
さ
ん
、
会
長
職
務
代
理
者
に
江
尻
秋

男
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

新
農
業
委
員
の
み
な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
・
議
席

順
）

員委業農

�
�
�
�
��

�
�
	



��

会
長
に
小
針
定
夫
さ
ん
を
選
出



7広報いしかわ　９月号

渡辺　正一
石　田

小木　芳郎
板橋字沢古屋

近内貴美子
双里字双里

（町議会推薦）

角田　良平
谷沢字中平

（ＪＡあぶくま推薦）

鈴木　勝男
沢井字後原

矢内カネ子
南山形字羽入田
（町議会推薦）

小豆畑　豊
山形字大下

清野　　宏
沢井字十三塚

江尻　秋男
赤羽字達中久保

瀬谷　治男
中田字上矢造

関根　武夫
母畑字田ノ入

近内　晴美
中野字福貴田
（町議会推薦）

小針　定夫
谷沢字坂ノ下

深谷　秀明
沢井字根宿

近藤　丈寿
沢井字根宿

（共済組合推薦）

迎　　和子
母畑字高蔵内
（町議会推薦）

相楽　博正
曲木字源平

瀬谷　梅男
湯郷渡字前ノ内

角田　　忍
形見字尾巻

農
業
委
員
会
の
役
割

　

農
業
委
員
会
は
、
法
律
に
よ
っ
て
市

町
村
に
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

行
政
機
関
で
あ
り
、
公
職
選
挙
法
を
準

用
し
た
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
農
業

委
員
を
中
心
に
構
成
・
運
営
さ
れ
て
い

る
組
織
で
す
。

　

農
業
委
員
会
の
重
要
な
使
命
は
「
農

地
を
活
か
し
、
魅
力
あ
る
農
業
経
営
を

確
立
す
る
運
動
」
の
推
進
役
に
な
る
こ

と
で
す
。
具
体
的
な
仕
事
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◯１
 

農
地
法
な
ど
の
法
律
に
基
づ
き
「
農

地
を
守
り
有
効
利
用
す
る
」
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

◯２
 

今
、
農
地
の
担
い
手
を
確
保
・
育
成

す
る
対
策
が
大
き
な
問
題
で
あ
り
、

貸
し
借
り
に
よ
る
農
地
の
集
積
を
行

い
経
営
の
支
援
活
動
を
図
り
ま
す
。

◯３
 

農
業
・
農
業
者
の
利
益
代
表
機
能
を

発
揮
す
る
こ
と
。
特
に
地
域
・
農
業

者
の
声
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

町
長
か
ら
の
諮
問
に
答
申
し
た
り
、

積
極
的
に
農
政
に
対
す
る
意
見
を
町

長
に
要
請
す
る
こ
と
を
最
大
の
仕
事

と
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
に
は
、
こ
の
ほ
か
農
業

者
年
金
の
加
入
促
進
・
贈
与
・
相
続
税

対
策
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
が
大
き
な
変

わ
り
目
に
き
て
い
る
な
か
、
農
業
委
員

会
の
使
命
と
役
割
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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７
月　

日
・　

日
、
天
栄
村
で
よ
さ
こ
い
ソ
ー

２７

２８

ラ
ン
・
ジ
ュ
ニ
ア
東
北
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
の
招
待
チ
ー
ム
と
東
北
６
県
か
ら　
２５

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
天
栄
村
役
場
前
の
特
設
ス
テ

ー
ジ
な
ど
３
会
場
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
し
か
わ
ぐ
ん
よ
さ
こ
い
踊
り
隊
の　

人
（
石

５０

川
町
９
人
）
が
参
加
し
、
息
の
合
っ
た
華
麗
な
踊

り
で
大
賞
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
週
１
回
の
練
習
を
積
み
重
ね
、
来
年
６

月
に
北
海
道
札
幌
市
で
行
わ
れ
る
よ
さ
こ
い
ソ

ー
ラ
ン
祭
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
し
か
わ
ぐ
ん
よ
さ
こ
い
踊
り
隊

ジ
ュ
ニ
ア
が
全
国
大
会
出
場

　

７
月　

日
、
県
警
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
（
福
島

２０

市
）
で
、
第　

回
交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
大
会

３６

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
で
接
戦
を
勝
ち
抜
い
た　

チ
ー
ム
が

１４

出
場
。
石
川
小
自
転
車
部
は
、
落
ち
着
い
て
交
通

規
則
な
ど
の
学
科
テ
ス
ト
、
安
全
走
行
や
技
能
走

行
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

石
川
小
は
２
位
に　

点
差
を
つ
け
る
３
１
６

５０

６
点
で
３
年
連
続
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

７
月　

日
行
わ
れ
た
全
国
大
会
で
は
、
健
闘
し

３１

ま
し
た
が
入
賞
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。 石

川
小
学
校
自
転
車
部

３
年
連
続
全
国
大
会

　

平
成　

年
か
ら
石
川
中
、
沢
田
中
を
中
心
に
外

１１

国
語
指
導
助
手
と
し
て
、
生
き
た
外
国
語
の
教
育

に
ご
活
躍
さ
れ
た
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ア
ー
サ
ー
・
キ

ン
グ
ス
ト
ン
先
生
（
通
称
＝
ジ
ョ
ン
先
生
・
左
）

と
、
平
成　

年
か
ら
国
際
交
流
員
と
し
て
、
小
学

１２

校
、
保
育
所
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
っ
て

い
た
ス
ミ
ス
・
カ
イ
リ
ー
・
メ
リ
ッ
サ
先
生
（
通

称
＝
カ
イ
リ
ー
先
生
・
右
）
は
、
７
月
末
を
持
っ

て
任
期
が
終
わ
り
、
故
郷
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

帰
国
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
・
さ
よ
う
な
ら

ジ
ョ
ン
先
生
、カ
イ
リ
ー
先
生
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７
月　

日
、
井
筒
屋
で
平
成　

年
度
町
消
防
団

３１

１４

永
年
勤
続
退
職
団
員
家
族
謝
恩
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

謝
恩
会
に
は
勤
続
５
年
以
上
の
団
員　

人
と

３７

家
族
が
出
席
し
、
西
牧
立
博
町
長
が
報
奨
金
を
手

渡
し
、
永
瀬
謙
助
団
長
が
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

退
職
団
員
を
代
表
し
て
藁
谷
順
一
さ
ん
（
北
町
）

が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

永
年
勤
続
退
職
団
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

石
川
分
団
▼
藁
谷
順
一
、
長
谷
部
英
樹
、
吉
田
正
勝
、
丹
内
将
喜
、

有
松
勝
利
、
首
藤
正
明
、
鈴
木
一
之
、
本
間
秀
市

中
谷
分
団
▼
深
谷
洋
一
郎
、
鈴
木
正
幸
、
関
谷
博
一
、
根
本
秀
行
、

我
妻
広
美
、
南
條
幸
一
、
三
瓶
勝
司
、
三
森
勉

山
橋
分
団
▼
橋
本
倉
良
、
鈴
木
孝
志
、
小
木
弘
、
須
藤
幸
雄
、

板
橋
勝
徳
、
矢
内
千
尋

沢
田
分
団
▼
小
林
定
義
、
大
森
英
美
、
中
島
恒
佳
、
鈴
木
賢
一
、

藤
田
徳
昭
、
長
田
和
彦

母
畑
分
団
▼
関
根
喜
昌
、
永
沼
弘
司
、
大
串
知
則

野
木
沢
分
団
▼
藤
田
修
、
吉
田
和
徳
、
荻
野
眞
次
、
草
野
広
信
、

近
内
正
明
、
関
根
亮

永
年
勤
続
退
職
団
員
の

家
族
を
ね
ぎ
ら
う

　

８
月
６
日
、
石
川
小
学
校
前
親
水
公
園
周
辺
で
、

石
川
夏
ま
つ
り
の
縁
日
・
花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

石
川
小
学
校
脇
駐
車
場
の
出
店
や
お
楽
し
み

コ
ー
ナ
ー
、
共
同
福
祉
施
設
ホ
ー
ル
の
無
料
映
画

上
映
会
な
ど
で
は
、
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
石
川
小
前
親
水
公
園
で
は
、
い
し
か
わ

ぐ
ん
よ
さ
こ
い
踊
り
隊
の
踊
り
、
菊
池
章
夫
さ
ん

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
大
勢
の
人
だ
か
り
が

で
き
て
い
ま
し
た
。

　

第　

回
目
の
花
火
大
会
も
約
１
０
０
０
発
が

５０

打
ち
上
げ
ら
れ
、
真
夏
の
夜
空
を
色
づ
け
て
い
ま

し
た
。

見
所
い
っ
ぱ
い

石
川
夏
ま
つ
り

　

７
月　

日
、
総
合
体
育
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

３１

ム
で
、
市
町
村
合
併
検
討
委
員
会
委
員
の
委
嘱
状

交
付
式
と
第
１
回
目
の
検
討
委
員
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

西
牧
立
博
町
長
か
ら　

人
一
人
ひ
と
り
に
委

１５

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、
委
員
長
に
石
川
金
由
さ
ん

（
当
町
）、
副
委
員
長
に
吉
田
光
子
さ
ん
（
沢
井
）

が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。
担
当
職
員
か
ら
国
・
県
の

動
き
や
本
町
の
動
き
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
ま
し

た
。

　

今
後
月
１
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
委
員
会
を
開

き
、
市
町
村
合
併
に
対
す
る
認
識
を
高
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
研
究
を
重
ね
な
が
ら
意
見
を
ま
と
め
て

い
き
ま
す
。

町
民
参
加
に
よ
る

合
併
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

身近に行われている
楽しいイベントや
明るい話題などを
役場総務課まで
お寄せください。
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石
川
町
は

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
を
開
催

▲昨年行われた矢吹町との交流大会のようす ▲総合体育館と多目的広場

　

老
い
も
若
き
も
仲
よ
く
、
共

に
生
き
て
い
く
社
会
を
二
人

の
人
物
で
表
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
つ
の
円
は
、
そ
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
り
、
お
互
い
に
助

け
合
い
、
健
康
と
福
祉
の
輪
が

未
来
に
向
か
っ
て
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。

　

高
齢
者
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
健
康
・
福
祉
な
ど
の

総
合
的
な
祭
典
で
あ
る
『
第　

回
全
国
健
康
福
祉
祭
ふ
く
し
ま
大
会

１５

（
う
つ
く
し
ま
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
０
２
）
』
が
平
成　

年　

月

１４

１０

　

日（
土
）〜　

日（
火
）ま
で
の
４
日
間
、
県
内　

市　

町
１
村
を
会

１９

２２

１０

１３

場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

石
川
町
で
は
全
国
か
ら　

チ
ー
ム
、
約
７
０
０
人
の
選
手
が
参
加

９６

し
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

全
国
か
ら
石
川
町
を
訪
れ
る
選
手
、
役
員
の
み
な
さ
ん
を
温
か
く

お
迎
え
し
、
盛
り
上
が
り
の
あ
る
交
流
大
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
次
号
で
は
、
福
島
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
母
畑
チ
ー
ム
の
紹
介
や
組
み
合

わ
せ
な
ど
つ
い
て
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

月　

日（
日
）　

日（
月
）

１０

２０

２１

石
川
町
総
合
運
動
公
園

　
　
　

多
目
的
広
場
で

シンボルマーク

F u k u s h i m a R e d
美しい出会い  美しいふれあい�

Fukushima Yellow
美しい未来�
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全
国
か
ら
集
ま
る

　

チ
ー
ム
7
0
0
人
を
声
援
し
よ
う

９６

▲学法石川高校吹奏楽部 ▲いしかわぐんよさこい踊り隊

　
　

月　

日
（
土
）
に
は
、
宿
泊
地
と

１０

１９

な
る
母
畑
・
猫
啼
温
泉
な
ど
に
約
７
０

０
人
が
集
結
し
、
代
表
者
会
議
が
「
八

幡
屋
」
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
　

日
（
日
）
に
は
、
総
合
運
動
公
園

２０
多
目
的
広
場
で
一
同
に
会
し
、
い
し
か

わ
ぐ
ん
よ
さ
こ
い
踊
り
隊
の
約
２
０
０

人
に
よ
る
華
麗
な
踊
り
で
お
出
迎
え
し

ま
す
。

ま
た
、
開
始
式
、
表
彰
式
で
は
学
法
石

川
高
校
吹
奏
楽
部
約　

人
に
よ
る
演
奏

４０

で
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

交
流
大
会
が
行
わ
れ
る
２
日
間
は
、

石
川
町
長
寿
会
連
合
会
、
石
川
町
食
生

活
改
善
推
進
委
員
会
、
石
川
町
商
工
会

女
性
部
な
ど
約　

の
関
係
機
関
・
団
体

１５

か
ら
約
３
７
０
人
が
、
選
手
、
役
員
の

み
な
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

い
し
か
わ
ぐ
ん
よ
さ
こ
い
踊
り
隊
・

学
法
石
川
高
校
吹
奏
楽
部
の
み
な
さ
ん
が
…

純
米
酒
き
ら
ら
の
初
恋
と
石
の
ペ
ン
ダ
ン
ト

を
参
加
者
の
み
な
さ
ん
へ

①代表者会議 ………………… 午後６時～

①歓迎アトラクション …… 午前８時４５分～

②開始式 ……………………… 午前９時～

③予選リーグ戦  午前１０時～午後５時まで

①決勝トーナメント … 午前９時～午後１２時５０分まで

②表彰式 ………………… 午後１時２０分～

１０月１９日（土） 母畑温泉「八幡屋」

１０月２０日（日） 総合運動公園多目的広場

１０月２１日（月） 総合運動公園多目的広場

１０月２０日（日）・２１日（月）
総合運動公園多目的広場

健康づくり教室 午前９時～午後５時まで
（ただし、２１日（月）は午後１時まで）

〔体力測定・ニュースポーツ体験コーナー〕

Fukush ima B l u e
ほんとうの空�

Fukushima Green
やすらぎの大地�
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
２
人
授
か
り
、
孫
が
５

人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞

５０

か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
４
月
に
結
婚

２６

し
ま
し
た
。
当
時
か
ら
稲
作
、
葉

タ
バ
コ
な
ど
農
業
一
筋
に
営
み
、
結
い

で
の
田
植
え
を
思
い
出
し
ま
す
。
今
で

も
家
族
が
手
を
取
り
合
っ
て
米
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

芳
富
さ
ん　

近
場
で
温
泉
入
り
で

す
。

イ
エ
子
さ
ん　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
カ
ラ

オ
ケ
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
か
ら
眺
め
る

ダ
ム
の
景
色
と
桜
並
木
の
美
し
さ

で
す
。町

政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

県
道
・
板
橋
・
浅
川
線
沿
い
の
河

川
は
、
大
雨
に
よ
る
氾
濫
で
田
が

水
没
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
の
で
、

改
良
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

職
業
▽
�
コ
ジ
マ
電
機
で
販
売
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
何
で
す
か

接
客
す
る
こ
と
が
す
ご
く
楽
し
い

の
で
、
一
人
で
も
多
く
自
分
の
お

客
様
が
増
え
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
ん

で
、
最
終
的
に
は
お
店
を
任
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

故
郷
を
出
て
行
く
若
者
が
多
い
の

で
、
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
、
魅

力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い

で
す
。ま
た
、主
要
道
路
沿
い
は
路
上
駐

車
が
多
い
の
で
対
処
し
て
ほ
し
い
で
す
。

最
後
に
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

　

思
い
や
り
の
あ
る
や
さ
し
い
人
。

自
分
の
思
い
を
言
え
る
人
。

次
回
は
鈴
木
さ
ん
の
紹
介
で
、

野
内
美
智
子
さ
ん
で
す
。

小
木　

芳
富
さ
ん（　

歳
）

７３

　
　

イ
エ
子
さ
ん（　

歳
）

６９

住
所
／
板
橋
字
沢
古
屋

沢井字藤沢

鈴木和幸さん（２２歳）

前田　 喜  貴 　ちゃん
はる き

沢井字藤沢　　　　　　　　　
貴志さん・はるみさんの長男　
平成１３年７月１１日生まれ　　　

「我が家の元気いっぱいのあば
れん坊です。」

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応

募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の
写
真
、名

前
、誕
生
日
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広

聴
係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後

日
担
当
が
撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。
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◆
生
ま
れ
は
ど
こ
で
す
か

　

平
田
村
で
す
。
県
立
石
川
高
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か

　

初
就
職
が
、
北
町
に
あ
る
志
賀
建
設
さ
ん
で
は
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
仕
事
の
せ
い
か
、
先
輩
方
に

怒
ら
れ
、
涙
を
流
し
て
、
が
ん
ば
っ
た
お
陰
で
根
性
を
鍛

え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
の
情
も
先
輩
方
か
ら
教
わ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
桜
ま
つ
り
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
出
場
し
、
優
勝

し
た
こ
と
も
思
い
出
の
一
つ
で
す
。

◆
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

縁
が
あ
っ
て
田
口
清
さ
ん
と
出
会
い
、
念
願
の
Ｃ
Ｄ
・

テ
ー
プ
で
全
国
発
売
の
で
き
る
演
歌
歌
手
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
福
島
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
福
島
、
ラ
ジ
オ
日

本
な
ど
、
田
口
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
全
国
を
フ
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
！

◆
あ
な
た
か
ら
見
る
石
川
町
は

　

人
の
情
け
と
湯
け
む
り
が
似
合
う
、
情
緒
あ
る
奥
ゆ
か

し
い
ま
ち
で
す
。

演
歌
歌
手
と
し
て

全
国
フ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開
中

茨城県 石川まさるさん

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

奥
羽
山
脈
の
丘
陵
に
源
を
発
し
八
郎

潟
残
存
湖
に
注
ぐ
井
川
、
全
国
の
名
桜

２
０
０
種
、
２
０
０
０
本
が
植
栽
さ
れ

て
い
る
「
日
本
国
花
苑
」
が
あ
る
、
人

口
約
６
千
人
の
秋
田
県
井
川
町
で
す
。

　

恵
ま
れ
た
水
資
源
や
基
盤
整
備
に
よ

る
稲
作
、
休
田
を
活
か
し
た
メ
ロ
ン
の

栽
培
。
ま
た
秋
田
外
環
状
道
路
、
国
道

７
号
線
な
ど
交
通
網
の
整
備
に
よ
っ
て
、

広
域
的
な
人
々
の
交
流
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

昭
和　

年
に
来
ま
し
た
。

４２

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

会
社
の
転
勤
に
よ
り
北
町
に
住
ん
で

い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
成
長
と
共
に
住

み
慣
れ
た
石
川
町
が
好
き
に
な
り
、
小

金
塚
団
地
を
購
入
。

　

毎
年
行
わ
れ
る
団
地
ま
つ
り
で
は
、

息
子
た
ち
も
手
伝
い
に
来
て
く
れ
、
人

情
味
の
あ
る
み
な
さ
ん
の
お
陰
で
、
幸

せ
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
石
尊

山
か
ら
眺
め
る
町
並
み
、
北
須
川
・
今

出
川
の
２
つ
の
川
は
、
風
情
が
あ
り
住

み
や
す
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

総
合
運
動
公
園
の
早
期
完
成
、
下
水

道
の
整
備
と
合
わ
せ
、
若
者
が
定
住
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
望
み
ま
す
。

秋田県井川町秋田県井川町

塩
沢
字
大
日
向

鈴
木　

紘
一
さ
ん

遠野　 詩  織 　ちゃん
し おり

中野字福貴田　　　　　　　　
浩信さん・洋恵さんの二女　　
平成１３年７月７日生まれ　　　

「お姉ちゃんと仲良しの詩織。
これからも活発で明るく成長し
てください」

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

み
な
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石

川
町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し
た

い
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲キムヨンジャと一緒に

！

（本名：二瓶勝彦）
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●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

専
業
農
家
の
主
婦
の
傍
ら
、
町
農
業

委
員
（
議
会
選
任
２
期
目
）
と
野
木
沢

地
区
交
通
安
全
母
の
会
長
（
１
年
目
）

の
大
任
を
地
域
の
み
な
さ
ん
や
多
勢
の

方
々
に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
努
め

て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

四
季
折
々
の
す
ば
ら
し
い
変
化
を
見

せ
て
く
れ
る
那
須
連
峰
の
眺
め
で
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

現
在
、
野
木
沢
、
母
畑
地
区
で　

年
３０

前
に
行
っ
た
開
パ
事
業
は
、
始
ま
っ
た

こ
ろ
よ
り
社
会
情
勢
も
変
わ
り
、
さ
ら

に
農
業
者
も
高
齢
、
農
業
後
継
者
も
少

な
い
現
状
に
お
い
て
、
償
還
金
を
償
還

し
て
い
く
こ
と
は
農
業
者
の
重
荷
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
農
業
に
よ
る
生

産
が
上
が
り
、
若
い
人
に
も
魅
力
あ
る

姿
が
見
え
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
現
状

を
考
え
る
と
使
用
し
て
い
な
い
土
地
を
、

有
効
活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

開
パ
の
土
地
は
償
還
が
済
む
ま
で
、
農

業
以
外
に
は
使
用
で
き
な
い
の
で
、
例

え
ば
、
土
地
が
な
く
、
農
業
を
楽
し
み

た
い
人
は
地
主
と
の
賃
借
の
契
約
が
で

き
、
そ
れ
に
対
す
る
町
の
補
助
が
あ
れ

ば
、
休
耕
地
は
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
小
・
中
学
校
や
老
人
福
祉

施
設
な
ど
の
食
材
は
、
地
元
の
農
作
物

を
取
り
入
れ
る
シ
ス
テ
ム
、
ル
ー
ト
の

構
築
。
生
産
者
と
消
費
者
の
顔
が
見
え

る
信
頼
と
安
心
の
食
生
活
環
境
は
、
子

ど
も
た
ち
が
農
業
体
験
な
ど
を
通
し
た

「
心
の
教
育
」「
総
合
学
習
」
に
も
つ
な

が
り
、
地
場
産
業
の
発
展
に
も
寄
与
で

き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
こ
の
緑
や
水
資
源
を
守

り
、
美
し
い
自
然
環
境
を
次
世
代
に
残

す
た
め
に
は
、
下
水
道
の
整
備
も
不
可

欠
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
財
政
厳

し
い
折
に
無
理
な
要
求
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
現
在
町
が
推
進
し
て
い
る
合
併

浄
化
槽
設
置
へ
の
補
助
金
を
継
続
し
て

ほ
し
い
で
す
。

　

さ
ら
に
、
大
規
模
な
公
共
施
設
は
維

持
す
る
の
に
莫
大
な
費
用
を
要
し
ま
す
。

私
た
ち
が
身
近
に
利
用
す
る
、
各
公
民

館
を
地
区
の
特
色
活
か
し
た
個
性
的
な

施
設
に
す
る
た
め
、
計
画
的
な
整
備
を

切
望
し
ま
す
。

　

７
月　

日
、
棚
倉
町
・
塙
町
・
鮫

１０

川
村
の
３
町
村
が
臨
時
議
会
を
開
き
、

法
定
合
併
協
議
会
「
棚
倉
町
・
塙
町
・

鮫
川
村
合
併
協
議
会
」
の
設
置
議
案

を
、
３
町
村
と
も
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

７
月　

日
に
は
、
合
併
協
議
会
設

１５

置
調
印
式
が
棚
倉
町
の
事
務
局
で
行

わ
れ
、
３
町
村
長
が
「
合
併
協
議
会

等
に
関
す
る
協
議
書
」
と
県
知
事
あ

て
の
「
合
併
協
議
会
設
置
届
出
書
」

に
調
印
。
会
長
を
藤
田
幸
治
棚
倉
町

長
と
決
め
、
県
内
初
と
な
る
法
定
合

併
協
議
会
が
正
式
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

合
併
協
議
会
は
、
３
町
村
長
お
よ

び
正
副
議
長
、
各
町
村
５
人
の
学
識

経
験
者
（
住
民
代
表
）、
さ
ら
に
県
南

地
方
振
興
局
長
、
県
市
町
村
課
長
の

　

人
の
委
員
で
構
成
。
ま
た
、
顧
問

２６１
人
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
月
１
回
の
会
議
を
各
町
村

持
ち
回
り
で
開
催
し
、
事
務
事
業
の

調
整
を
行
い
、
仮
に
合
併
し
た
場
合

の
将
来
図
と
な
る
「
市
町
村
建
設
計

画
」
の
策
定
に
か
か
わ
る
協
議
を
行

い
ま
す
。ま
た
、「
協
議
会
だ
よ
り
」を

毎
月
発
行
し
、
会
議
で
の
各
種
情
報

を
住
民
に
伝
え
て
行
き
な
が
ら
、
市

町
村
建
設
計
画
の
原
案
が
ま
と
ま
っ

た
時
点
で
、
住
民
説
明
会
を
開
き
合

併
の
判
断
材
料
と
し
て
行
き
ま
す
。

棚倉町・塙町・
鮫川村で合併
協議会を設置

生
産
者
と
消
費
者
の
顔
が
見
え
る

信
頼
と
安
心
の
食
生
活
環
境
を

近
内
晴
美
さ
ん
●
中
野
字
福
貴
田

▲中谷第一小学校のテーブルマナーのようす

▲白色に染まる那須連峰
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町
民
参
加
の
町
史
編
纂

　

第
２
次
石
川
町
史
編
纂
事
業
は
、
町

民
参
加
を
標
ぼ
う
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
自
治
体
史
は
、
大
学
教
授
な
ど

の
専
門
家
に
委
託
し
て
刊
行
す
る
こ
と

が
一
般
的
で
し
た
。
な
か
に
は
、「
丸
投

げ
」
と
い
わ
れ
る
例
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
時
代
は
動
い
て
い
ま
す
。
町
政

の
主
人
公
が
町
民
で
あ
る
よ
う
に
、
町

史
を
つ
く
る
の
も
町
民
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
多
数
の
町
内
協
力
委
員

の
ご
努
力
に
よ
り
、
古
文
書
所
在
調
査
、

石
仏
調
査
、
石
や
木
に
刻
ま
れ
た
金
石

文
調
査
な
ど
で
大
き
な
成
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
古
文
書
の

判
読
作
業
も
町
民
の
専
門
協
力
委
員
に

よ
り
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
自
治
体
史
編
纂
関
係
者
に
衝

撃
を
与
え
た
『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
石
川
町
の

61

編
纂
室
だ
よ
り�

石
川
町
史
編
纂
事
業
の
今

　

６
月　

日
に
本
年
度
の
町
史
編
纂
委
員
会
（
委
員
長
・
西
牧
立
博
町
長
）
が

２８

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
巻
数
が
全　

巻
か
ら　

巻
に
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
町

１５

１０

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
多
く
の
資
料
や
情
報
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
巻
数
は
減
少
し
て
も
内
容
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
回
は
町
史
編
纂
の
考
え
方
と
現
在
の
状
況
を
ご
報
告
し
ま
す
。

歴
史
』
も
、
町
外
専
門
家
の
指
導
を
仰

い
だ
他
は
、
町
内
の
専
門
家
か
ら
の
ご

助
言
と
、
町
教
育
委
員
会
関
係
者
の
執

筆
に
よ
り
刊
行
し
ま
し
た
。

文
化
・
旧
町
村
史
編

　

平
成　

年
度
に
刊
行
を
予
定
し
て
い

１６

る
文
化
・
旧
町
村
史
編
は
、
文
化
は
俳

句
・
絵
画
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
そ
の
他

で
町
民
が
執
筆
し
、
旧
町
村
史
は
合
併

前
の
１
町
５
カ
村
の
近
代
史
を
そ
れ
ぞ

れ
居
住
町
民
が
執
筆
す
る
計
画
で
す
。

こ
の
試
み
が
実
現
す
れ
ば
、
画
期
的
な

自
治
体
史
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
町
民
参
加
の
編
纂
は
、「
言
う

は
易
く
行
う
は
難
し
」
で
す
。
と
い
う

の
は
、
歴
史
を
書
く
こ
と
の
難
し
さ
が

あ
る
か
ら
で
す
。
古
文
書
解
読
と
文
章

を
書
く
こ
と
の
困
難
さ
は
勿
論
、
思
い

こ
み
や
独
断
、
客
観
性
の
欠
如
に
陥
る

危
険
が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。
従
っ
て
、

一
定
の
水
準
を
保
つ
た
め
に
は
、
専
門

家
に
よ
る
指
導
と
監
修
は
不
可
欠
と
な

り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
民
俗
編
の
た
め
の

１５

調
査
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
も
町
民
の

み
な
さ
ん
の
果
た
す
役
割
が
、
編
の
成

否
の
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。

　

編
纂
事
業
は
当
然
な
が
ら
限
ら
れ
た

予
算
と
人
員
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
人

手
不
足
を
補
う
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集
も
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

 
受
贈
資
料
・
図
書 

西
川
弘
道
さ
ん
（
字
高
田
）

　

岩
磐
史
談
創
刊
号
〜
第
３
巻
第
８
号

角
田
市　

石
川
昭
光
公
角
田
開
邑
四
百

　

年
記
念
特
別
展
図
録

パ
ー
ト
◯�6

　

６
月
８
日
（
土
）
母
畑
地
区
公
民

館
「
子
ど
も
体
験
学
習
」
で
マ
ス
・

鯉
つ
か
み
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

青
少
協
母
畑
地
区
協
議
会
、
漁
業

協
同
組
合
石
川
支
部
母
畑
分
会
、
更

生
保
護
婦
人
会
、
母
畑
つ
り
ク
ラ
ブ

の
協
力
の
も
と
地
元
を
流
れ
る
堀
田

川
を
せ
き
止
め
て
７
０
０
匹
の
マ
ス

と
１
０
０
匹
の
鯉
を
放
し
、
保
育
所

児
、
小
学
生
、
中
学
生
が
つ
か
み
取

り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
み
ず
し
ぶ
き
を

あ
げ
て
泳
ぐ
魚
に
「
お
ー　

お
ー
」

と
驚
い
た
り
、
感
動
し
た
り
し
な
が

ら
一
生
懸
命
に
追
い
回
し
、
時
に
は

大
人
か
ら
捕
ま
え
方
を
教
え
て
も
ら

い
そ
れ
ぞ
れ
が
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。

　

７
月　

日
（
日
）、
沢
田
地
区
公
民

１４

館
「
親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」
で
福

島
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河
館
（
ま

ほ
ろ
ん
）
で
の
体
験
学
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

土
器
に
触
れ
感
触
を
確
か
め
た
り
、

火
お
こ
し
・
勾
玉
づ
く
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
特
に
火
お
こ
し
が
大
人
気

で
、「
早
く
か
し
て　

早
く
か
し
て
」

と
き
そ
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま

し
た
。
煙
が
で
て
、
火
種
が
で
き
る

と「
で
た　

で
た　

つ
い
た
つ
い
た
」

と
大
喜
び
し
、
近
く
の
子
ど
も
た
ち

や
指
導
の
先
生
に
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

体
験
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
驚
い
た
り
、
す
ご
い
と
思
っ
た
り
、

喜
ん
だ
り
、
残
念
が
っ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
何
か
を
感
じ
ま
す
。
感
動
す

る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
今
こ
そ
、
体
験
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

体
験
が
子
ど
も
を
育
み
ま
す
。

�
第
１
次
石
川
町
史

　

こ
れ
も
町
民
の
手
で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
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39

　

防
災
品
は
用
途
別
に
性
能
試
験
が
異

な
り
、
洗
濯
頻
度
の
高
い
も
の
は
耐
洗

濯
性
検
査
、
寝
具
類
や
衣
類
な
ど
直
接

皮
膚
に
触
れ
た
り
、
子
ど
も
が
舐
め
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
も
の
に
は
、
皮
膚

障
害
性
・
経
口
毒
性
な
ど
の
毒
性
検
査

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
試
験

に
合
格
し
た
防
災
品
に
は
「
防
災
ラ
ベ

ル
」
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
繊
維
製
品
に
囲
ま
れ
て
生

活
し
て
い
ま
す
が
、
一
般
の
繊
維
は
大

変
燃
え
や
す
く
、
着
火
す
る
と
瞬
く
間

に
燃
え
上
が
り
ま
す
。
毎
年
６
万
件
ほ

ど
発
生
し
て
い
る
火
災
の
多
く
は
小
さ

な
火
種
が
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
年
間

約
２
０
０
０
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

防
災
品
は
、
こ
う
し
た
繊
維
の
燃
え

や
す
い
性
質
を
、
燃
え
に
く
く
加
工
し

た
製
品
で
す
。
不
燃
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
小
さ
な
火
源
に
接
し
て
も
燃
え
広

が
ら
ず
、
自
己
消
化
性
が
あ
り
ま
す
。

●
防
災
品
の
種
類

　

防
災
品
に
は
、
カ
ー
テ
ン
や
じ
ゅ
う

た
ん
な
ど
の
イ
ン
テ
リ
ア
製
品
、
ふ
と

ん
、
毛
布
、
シ
ー
ツ
、
カ
バ
ー
な
ど
の

キ
ッ
チ
ン
ウ
エ
ア
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
、

パ
ジ
ャ
マ
や
浴
衣
、
防
災
ず
き
ん
や
自

転
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の
カ
バ
ー
類
、
布

張
り
家
具
な
ど
の
種
類
も
あ
り
ま
す
。

●
防
災
ラ
ベ
ル

　

答
申
さ
れ
た
計
画
は
、
町
民
の
み
な

さ
ん
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
な
ど
を
基
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
別

に
目
標
数
値
を
は
っ
き
り
と
示
し
た
の

が
特
徴
で
す
。

　

重
点
項
目
と
し
て

①
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
改
善
に
よ
る
生

活
習
慣
病
の
予
防
対
策

②
防
煙
、
分
煙
、
禁
煙
な
ど
の
た
ば
こ

対
策

③
心
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
相
談
体

制
や
社
会
的
支
援
対
策

④
乳
幼
児
か
ら
老
人
ま
で
の
生
涯
を
通

じ
た
歯
科
保
健
対
策

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

�
�
�

�
�
�
�

ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル

１
人
１
日
１
０
０
ｇ
の
ご
み
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う

も
の
を
大
切
に
使
い
、
安
易
に
ご
み

に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

ご
み
を
家
庭
に
持
ち
込
ま
な
い

○
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
容
器
を
利
用
し
ま

　

し
ょ
う

・
ス
チ
ー
ル
空
き
缶

　
　

�

・
ビ
ー
ル
瓶

・
一
升
瓶

・
牛
乳
瓶

○
詰
替
製
品
を
購
入
し
ま
し
ょ
う

・
液
体
洗
剤
容
器　
　

ｇ
〜　

ｇ

３０

５０

・
シ
ャ
ン
プ
ー
容
器

　
　
　
　
　
　
　
　

ｇ
〜
１
０
０
ｇ

４０

　
　

�

・
容
器
に
入
っ
て
い
な
い
詰
替
品

ご
み
と
し
て
出
さ
な
い

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の

エ
コ
ラ
イ
フ
４
つ
の
心
が
け
③

　

７
月　

日
、
役
場
町
長
室
で
石
川
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

３１

（
佐
藤　

正
会
長
・
双
里
）
は
、
町
の
第
４
次
総
合
計
画
キ
ラ
ラ

　

プ
ラ
ン
の
一
つ
「
人
に
や
さ
し
く
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

２１ま
ち
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、「
健
康
い
し
か
わ　

」
を
ま
と
め
、

２１

西
牧
立
博
町
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
項
目
に
目
標
数
値
を
定
め
た　

カ
年
計
画
。
本
町

１０

で
は
８
月
末
ま
で
に
答
申
を
踏
ま
え
た
実
施
計
画
を
作
り
、
家
庭

や
地
域
、
学
校
、
職
場
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、
健
康
づ
く
り
計

画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

広
報
い
し
か
わ
で
は
、
健
康
い
し
か
わ　

計
画
の
内
容
を　

月

２１

１０

号
か
ら
特
集
・
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

▲西牧町長に答申する佐藤正会長（右）と鈴木后世副会長（左）
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国民健康保険被保険者証を交換しましょう��
　現在使用している国民健康保険証の有効期限は平成14年9月30日までとなって
います。10月1日からは新しい被保険者証となります。�
　今お持ちの被保険者証を持参のうえ、必ず交換してください。被保険者証を紛
失した方は「印鑑」を持参してください。�

●国民健康保険被保険者証の交換日程�

月　　日� 対象地区� 場　　所� 時　　間�

9月26日（木）�

9月27日（金）�

9月30日（月）�

石　川�

山　橋�

野木沢�

沢　田�

母　畑�

中　谷�

中 央 公 民 館 �

山橋地区公民館�

沢田地区公民館�

野木沢地区公民館�

母畑地区公民館�

中谷地区公民館�

午前9時～正午�

午後1時30分～午後4時�

午前9時～正午�

午後1時30分～午後4時�
�
午前9時～正午�

午後1時30分～午後4時�

★左記日程に交換できない場合
は、当該日程以後に役場国保
係窓口で交換してください。�

★学　被保険者証の交付を受け
ている方も交換してください。�

★遠　被保険者証の交付を受け
ている方は返還してください。
なお、引き続き被保険者証が
必要な方は、役場国保係窓口
で手続きしたください。�

★学　遠　被保険者証の交付を
受けている方で、学生の方は
在学証明証を添付してくださ
い。ただし、平成14年4月1
日以降に提出した方はその必
要はありません。�

　

各
地
区
で
健
診
の
結
果
説
明
会
が
終

わ
り
、
約
１
０
０
０
人
の
方
と
話
を
し

ま
し
た
。
基
本
健
診
で
２
６
６
７
人
の

方
が
受
け
ま
し
た
の
で
、
約
４
割
弱
の

参
加
で
す
。

　

参
加
し
な
い
人
の
中
に
は
、
結
果
で

気
に
な
る
方
も
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん

は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
。
健
康
に
は
自

信
が
あ
る
と
答
え
る
人
、
時
間
が
な
い

か
ら
と
い
う
人
、
健
診
は
受
け
た
け
ど
、

結
果
は
気
に
し
て
い
な
い
人
、
健
診
を

嫌
い
な
人
、
逆
に
、
病
院
に
２
週
間
に

１
回
、
定
期
的
に
通
っ
て
い
て
も
、
健

診
を
受
け
て
い
る
人
と
様
々
で
す
。

　

こ
の
健
診
は
、
心
臓
や
血
管
系
の
病

気
予
防
の
た
め
の
健
診
な
の
で
、
元
気

で
、
医
者
に
も
か
か
っ
て
な
い
人
に
こ

そ
、
ぜ
ひ
受
け
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、

受
け
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

そ
の
病
気
で
医
療
機
関
に
か
か
っ
て

い
る
人
は
、
健
診
で
要
医
療
に
な
っ
て

し
ま
う
の
は
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
で

す
ね
。
薬
を
飲
む
だ
け
で
は
な
く
、
自

分
で
や
れ
る
こ
と
、
食
事
や
運
動
な
ど

に
も
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大
事
な
こ
と

で
す
。
そ
し
て
、
気
を
つ
け
な
が
ら
、

定
期
的
に
先
生
に
診
て
も
ら
っ
て
説
明

を
受
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

食
事
や
運
動
な
ど
の
こ
と
で
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
き
に
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
や
栄
養
士
も
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
自
分
の
こ
と
な

の
で
、
ゆ
っ
く
り
、
納
得
ゆ
く
ま
で
話

し
、
自
分
で
生
活
の
改
善
を
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

保
健
師
・
栄
養
士
の
活
用
を
！

今月の納期
９月２５日まで納めましょう

国民健康保険税（３期分）　介護保険料（３期分）

になる
いい話。�あなたの体脂肪率はどのくらいですか？

　食改では、５月の基本健診会場において、昨年に続き「体脂肪
測定」を実施しました。機械が故障したため、一部の地区を除いて
１，９６６人が測定することができました。
　ＢＭＩ※が適正でも、体脂肪が肥満になってはいないでしょうか。
体の脂肪量がどの位あるのかを見るのが体脂肪です。今回の結果、
肥満、極度肥満となった人は全体の１８．５％、適正が３９．４％で
した。お腹の「肉」が見た目はそれほどでないと思っても、実は
たくさん付いていた人も多いようです。
　体脂肪は、日頃の食事、運動によって増やすことも、減らすこ
ともできます。体はとても正直ですので、「軽度肥満」以上の結
果が出たら自分の生活態度 (食事・運動 )など、もう一度振り返
ってみてはいかがでしょうか。

　体脂肪率判定基準 (２０歳以上 )

極度肥満肥　　満軽度肥満境

界

線

適　　正

３５％以上３０～３４％２５～２９％１７～２３％男　　性

４０％以上３５～３９％３０～３４％２０～２７％女　　性

※ＢＭＩとは肥満の判定に用いられる指数で、次の計算式で求めます。
　ＢＭＩ＝体重 (ｋｇ ) ÷身長 (ｍ ) ÷身長 ( ｍ )　　(１８．５～２４．９が適正です )

会 員 募 集 中 ！
あなたも食生活改善推進員になってみませんか？
お問い合わせ先：石川町保健センター　�２６－８４１６

担当：栄養士　小木　五織
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募
　
集�

相
　
談�

　

障
害
者
の
雇
入
、
各
種
助
成
金
に
つ

い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

須
賀
川
公
共
職
業
安
定
所

　

�
０
２
４
８
―
７
６
―
８
６
０
９

・
郡
山
音
楽
隊

　
（
郡
山
駐
屯
地
音
楽
隊
）

　

平
成　

年
３
月
７
日（
金
）―
郡
山
市

１５

●
部
隊
等
の
行
事

・
福
島
駐
屯
地
記
念
行
事

　

９
月　

日（
土
）―
福
島
市
荒
井

２８

・
第
６
師
団
創
隊
記
念
日

　

９
月　

日（
日
）―
山
形
県
東
根
市

２９

・
東
北
方
面
記
念
日

　
　

月
６
日（
日
）―
宮
城
県
仙
台
市

１０
・
入
間
基
地
航
空
祭

　
　

月
３
日（
祝
）―
埼
玉
県
狭
山
市

１１
●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡
部
広
報
室

　

�
０
２
４
―
５
４
６
―
１
９
１
９

９
月
は

障
害
者
雇
用
促
進
月
間

少
年
を
非
行
等
の
問
題
行
動
か
ら
守
る

　

自
衛
隊
で
は
、
日
ご
ろ
の
活
動
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
音
楽
演
奏
会
、

部
隊
な
ど
の
各
種
行
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
中
央
行
事

・
航
空
観
閲
式

　
　

月　

日（
日
）―
百
里
基
地

１０

２７

・
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り

　
　

月
下
旬
―
日
本
武
道
館

１１
●
音
楽
演
奏
会

・
福
島
音
楽
の
夕
べ

　
（
第
６
音
楽
隊
・
福
島
・
郡
山
音
楽
隊
）

　
　

月
７
日（
土
）―
県
文
化
セ
ン
タ
ー

１２ 見
た
い
・

知
り
た
い
・

自
衛
隊

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

災
害
時
の
声
の
伝
言
板

「
１
７
１
」

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
で
は
、
大
規
模
災
害
の

発
生
時
等
に
通
信
手
段
を
確
保
す
る
た

め
、
必
要
に
応
じ
て
「
災
害
用
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
地
震
や

火
山
の
噴
火
・
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
が

発
生
し
、
被
災
地
等
へ
の
安
否
確
認
等

の
電
話
が
殺
到
し
て
電
話
が
「
か
か
り

に
く
い
状
態
（
ふ
く
そ
う
状
態
）」
に
な

っ
た
場
合
で
も
、
自
宅
の
電
話
番
号
等

を
キ
ー
に
し
て
安
否
確
認
等
の
伝
言
を

蓄
積
装
置
に
お
預
か
り
し
、
伝
言
の
録

音
及
び
再
生
に
よ
り
被
災
地
内
の
家
族

や
親
類
・
知
人
等
と
連
絡
を
可
能
に
す

る
ボ
イ
ス
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

利
用
方
法
は
、「
１
７
１
」
を
ダ
イ
ヤ

ル
し
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
伝

言
の
録
音
や
再
生
を
行
な
い
ま
す
。

　

な
お
、「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
は
、

平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教

訓
に
開
発
を
行
い
、
平
成　

年
３
月
か

１０

ら
提
供
を
開
始
し
、
今
ま
で
に　

回
の

１１

運
用
を
行
い
、
合
計
約　

万
件
の
利
用

４５

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

利
用
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
他
、
テ
レ
ド
ー
ム
サ
ー
ビ

ス
（
音
声
）
に
よ
り
、
案
内
し
て
い
ま

す
。（
約　

秒
）

９０

　

�
０
１
８
０
―
９
９
３
５
２
４

●
少
年
の
非
行
等
問
題
行
動
の
現
状

　

最
近
の
少
年
非
行
に
関
し
て
は
、

凶
悪
・
粗
暴
な
犯
罪
の
検
挙
人
員
が

増
加
し
、
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
平

成　

年
に
検
挙
さ
れ
た
刑
法
犯
少
年

１２
は　

万
２
３
３
６
人
で
前
年
に
比
べ

１３
９
３
８
５
人
減
少
し
ま
し
た
が
、
殺

人
、
強
盗
、
強
姦
及
び
放
火
の
凶
悪

犯
の
検
挙
人
員
は
２
１
２
０
人
で
、

平
成
９
年
以
降
４
年
連
続
し
て
２
０

０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
社
会
を
震
撼
さ
せ
る
特

異
・
重
大
な
少
年
犯
罪
が
相
次
い
で

い
る
な
ど
、
少
年
非
行
の
凶
悪
化
・

粗
暴
化
は
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
青
少
年
を
非
行
か
ら

守
り
、
健
全
に
育
成
す
る
こ
と
は
国

民
的
な
課
題
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

非
行
の
低
年
齢
化
や
女
子
非
行
の
増

加
、
薬
物
乱
用
、
暴
力
事
件
の
多
発

な
ど
厳
し
い
局
面
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
を
健
全
に
育
成
す
る
社
会

の
一
員
と
し
て
、
青
少
年
が
健
全
に

育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
を

整
え
て
い
く
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
不
健
全
ビ
デ
オ
な
ど
の
自
動
販
売

機
設
置
阻
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

近
年
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
や
ジ

ュ
ー
ス
の
販
売
機
と
偽
っ
て
、
不
健

全
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
等
の
自
動
販
売
機

を
設
置
す
る
業
者
が
い
ま
す
。
土
地

を
貸
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
と
き

は
、
契
約
す
る
前
に
販
売
商
品
を
よ

く
確
か
め
、
青
少
年
に
悪
い
影
響
を

与
え
る
恐
れ
の
あ
る
販
売
機
の
設
置

が
行
わ
れ
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　

近
年
、
俗
悪
な
本
や
ビ
デ
オ
、
情
報
が
身
近
な
と
こ
ろ

で
あ
ふ
れ
、
ま
た
、
最
近
、
青
少
年
に
よ
る
凶
悪
な
非

行
・
犯
罪
が
多
く
発
生
し
、
青
少
年
を
巡
る
問
題
が
深
刻

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
す
べ
て
が
青
少
年
に
対
す
る
深
い
理
解
と
思

い
や
り
を
持
ち
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
立
場
で
、
青
少
年
が

健
全
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
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氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

飯
島　
　
 
望 
（
正　

広
・
益　

美
）
形　

見

の
ぞ
み

松
原　
　
 
駿 
（
浩　

幸
・
ミ
イ
子
）
矢
ノ
目
田

し
ゅ
ん

鈴
木　
 
尚  
弥 
（
幸　

男
・
良　

子
）
板　

橋

な
お 
や

瀧
口　
 
和  
椰 
（
和　

美
・
つ
や
子
）
新　

町

か
つ 
や

小
林　
 
真  
也 
（
光　

弘
・
春　

美
）
中　

野

し
ん 
や

永
沼　
 
達  
也 
（　

一　

・
清　

子
）
山　

形

た
つ 
や

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

お
く
や
み

　

氏　
　
　

名　
　
　
　
　
　

住　

所

鈴　

木　

芳　

榮 

沢　

井

相　

楽　
　

豊 

双　

里

添　

田　

喜　

男 

北　

山

水　

野　
　

勇 

梁　

瀬

遠　

藤　
　

力 

塩　

沢

近　

内　

定　

三 

南　

町

和　

氣　

汪　

光 

鹿
ノ
坂

橋　

本　

正　

雄 

塩　

沢

阿　

部　

慶　

三 

母　

畑

添　

田　

光　

正 

谷　

沢

佐　

藤　

守　

雄 

高　

田

藤　

垣　

秀　

悦 

双　

里

鈴　

木　

豊　

繁 

坂　

路

嶋　

津　

夕　

子 

立
ヶ
岡

溝　

井　
　

太
郎 

北　

町

老人福祉センター

勤労青少年ホーム

町民グラウンド

クリスタルパーク・石川

役場宿直室

町民グラウンド、外

町民グラウンド

老人福祉センター

同校

クリスタルパーク・石川

町民グラウンド

敬老の日

心配ごと相談 (午前１０時～ )

年金相談会 (午前１０時～ )

クリスタルカップ高校女子ソフトボール大会 (～２３日 )

第１４回福島県中学生ハンドボール大会(～２２日)

交通事故巡回相談 (午前１０時～ )

中体連新人大会

県立石川養護学校創立２５周年記念式典

心配ごと相談 (午前１０時～ )

学校法人石川高等学校創立１１０周年記念式典

県南家庭バレーボール大会

双里区スポーツ交歓

日
月
火
水
木
金
土

日
月
火
水
木
金

土
日

月

１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１

２２
２３
２４
２５
２６
２７

２８
２９

３０

勤労青少年ホーム

母畑レークサイドセンター

石川小学校、外

母畑レークサイドセンター

町民グラウンド

老人福祉センター

クリスタルロード

クリスタルパーク・石川

町民グラウンド

クリスタルパーク・石川、外

町民グラウンド

母畑レークサイドセンター

年金相談会 (午前１０時～ )

スターライトフェスティバル（～６日）

石川町総合防災訓練

母衣旗カップ・ラジコンカーニバル

夕刊いしかわ杯Aリーグソフトボール大会

心配ごと相談 (午前１０時～ )

平成１４年度交通安全防犯鼓笛隊パレード

親子芸術劇場

第４回小学生駅伝競走大会

ＪＡカップ　サッカー・ミニバスケット大会 (～１３日 )

夕刊いしかわ杯Cリーグソフトボール大会

２００２母衣旗まつり

第２４回母畑湖畔石川ロードレース大会

火
水
木
金
土
日

月
火
水
木
金
土

日
月

１
２
３
４
５
６

７
８
９
１０
１１
１２

１３
１４

（平成１４年７月１日～７月３１日まで届出分　敬称略）

カ
ッ
プ
ル
誕
生

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

冨　

岡　

紀　

喜 

沢　

井

有　

馬　

枝　

美 

須
賀
川
市

遠　

藤　

秀　

幸 

新
屋
敷

小　

林　

智　

美 

郡
山
市

高　

原　

章　

浩 

山　

形

　
　

玉　

由　

美 

母　

畑

芳　

賀　

直　

人 

双　

里

村　

上　

美
紀
子 

郡
山
市

水　

野　

直　

樹 

中　

田

村　

上　

聡　

子 

白
河
市

小　

林　

龍　

司 

沢　

井

永　

沼　

裕　

子 

湯
郷
渡

瀬　

谷　
　

司 

赤　

羽

添　

田　
　

恵 

北　

山

　
　

寄　

嘉　

之 

古　

舘

岡　

部　

由
香
理 

浅
川
町

〔〔〔〔

〔〔〔〔
高�



施設の紹介�

編 集 後 記 �

町民憲章�
1.自然と文化を愛し�
　　　　豊かな町をつくりましょう�
1.親切と勤労をむねとし�
　　　　住みよい町をつくりましょう�
1.歴史と未来をみつめ�
　　　　誇りある町をつくりましょう�

表 紙 の 登 場 人 物 �

町の人口�

●編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360�
●URL/http://www.ishikawa.net6.or.jp/   E-mail/Koho_K@ishikawa1.net6.or.jp

●第186回●�
中田保育所�

　春と秋には散歩で足を鍛え、夏は虫を追いかけまわし、冬には近
くの田んぼにソリ滑りに出かけたり…と、恵まれた自然環境の中で
18人の子どもたちが元気に生活しています。�

「ひまわりさいたよ!!」�

写真提供／関根政信さん�写真提供／関根政信さん�

　4月から10月にかけて、日本全土の道端や草地、海
岸に生え、茎は地をはって広がり、長さ15cmから
35cmになります。�
　葉は3出複葉で葉の腋から花柄を出し黄色の花を1か
ら3個つけます。�

（ミヤコグサ：マメ科）�

　谷沢保育所に通う、小湊里紗さん（前列右）、
駿輔さん（前列左）と祖父の小湊義勝さん（後
列右）、祖母の芳美さん（後列左）です。�

19,452人（－29）�

（  ）内前月比�

●8月1日現在住民基本台帳●�

男�
女�
世帯数�

9,509人（－17）�
9,943人（－12）�
5,574戸（－　4）�

　暑い夏も過ぎ、秋の訪れを感じさせるこの頃
です。暑い夏と言えば、高校野球県大会を思い
出します。平成11年に日大東北と優勝を争った
ときは、奇跡の大逆転で甲子園のキップを手に。
今年も同じカードとなった決勝戦は、序盤の攻
防は、誰が見ても優勝を確信していたはず。何
と7回からムードは一転、日大東北ペースに、9
回には7対7の同点になっていました。こんな事
があるのかと、呆然と立ち尽くす選手たち、応
援に駆けつけた生徒、町民。�
　夏まつり、甲子園大会も終わり、石川は「秋
まつり」に燃えます。　　　　　　　(迎　茂城)

　保育所の花壇に大きなひまわりが咲きました。�
　１人１本ずつ描いて合体したら、ひまわり畑のでき
あがり��
　何と高さが３ｍもありました。�
　左側の作品から　瀬谷瑞稀さん、瀬谷和佳奈さん、
瀬谷夏美さん、瀬谷千有希さん�

瀬谷瑞稀さん�
　　　　　（6歳）�

みず き�

瀬谷夏美さん�
　　　　　（6歳）�

なつ み�

瀬谷和佳奈さん�
　　　　　（5歳）�

わ　か　な�

瀬谷千有希さん�
　　　　　（5歳）�

ち　あ　き�
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